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大阪府泉南市

せんなん

泉南市について

■大阪府南西部に位置する「大阪府泉南市」
関西国際空港を擁する海と山に囲まれた自然豊かなまち
人口：約６０,０００人
面積：約５０ｋ㎡

金熊寺梅林について

泉南市の山間部、東信達地区にある金熊寺（きんゆうじ）の
梅林は約300年前から栽培されており、梅林の名所として古く
から知られています。
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金熊寺梅の白梅は、種が小さくて、皮が薄く果肉が厚いのが
特徴です。

金熊寺梅林の梅 金熊寺梅林
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事業目的

伝統的な地域資源でありながら、高齢化により消滅
の危機に瀕している金熊寺の梅、梅林の「保護」と
「継承」である。

課題

・担い手不足による継承問題
・梅木のメンテナンス不足による開花不良
・環境整備不足による安全面の確保
・認知度の低さによる賑わい不足
・公共交通機関を利用してのアクセスの困難さ
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梅林組合員の推移

平成８年
組合人：80人
平均年齢：58歳

令和５年
組合人：23人
平均年齢：75歳

約２７年

梅林開花不良の様子

平成27年
令和4年

約７年これまでも梅林組合は「梅林の再生」に向けて声
を挙げたが、様々な要因から実施には至らなかっ
た。
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事業内容（概要）

事業計画：5か年
事業柱：①担い手育成（雇用創出）

②梅林の保護、保全
③認知度の向上
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事業内容（詳細）

①担い手育成
・金熊寺梅林組合、金熊寺区住民、周辺大学学生
などを中心にプロジェクトチームを結成
・ワークショップを通じて課題の洗い出し、梅林
再生に向けて戦略の検討

金熊寺梅林組合

金熊寺区住民

農業大学校
学生

泉南市観光協会等、梅
林をフックににぎわい
創出を画策する
個人、団体等

行政
その他関係機関

プロジェクトチームイメージ
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事業内容（詳細）つづき

②梅林の保護、保全
・品質にこだわっているため「金熊寺梅林の梅」
のみを育成している。
既存種の接ぎ木、挿し木によって株を増やす。
・日常の草刈り、虫害対策等メンテナンス
・梅林内の階段や手すり、スロープ等の整備

③認知度の向上
・金熊寺梅林の梅を活用した商品プロデュース
・梅林開花時期（シーズン中）における臨時バスの
運行

梅商品イメージ

地元日本酒を用いた「梅酒」開発

梅ワイン、梅ジャム、極上梅干し等の開発

※写真はイメージです

×
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成果

・金熊寺梅林の保護、継承
・将来的な梅林の開花状況の向上
・山間部を中心とした賑わい創出

企業メリット

企業イメージの向上
・泉南市広報や市WEBサイトに企業名を掲載
・地元、地域へ深く企業イメージの浸透
CSR活動に貢献
・SDGs
・環境保全
地域資源を活用した事業構築
・金熊寺梅林の梅や梅林を活用した人材育成や体験
事業の創出

歴史ある金熊寺梅林がこのまま消滅しない
ための未来への種まきとなる事業です。

ぜひ、事業にご賛同いただき、
かつての満開に咲き誇る梅林の再生に

ご協力お願い致します。

■連絡先
大阪府泉南市 プロモーション戦略課 城野
TEL：072-447-8811 MAIL：promotion@city.sennan.lg.jp

mailto:promotion@city.sennan.lg.jp

